
務
省
は
、政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

を
通
じ
て
、自
治
体
の
海
外
展
開
支

援
を
強
化
す
る「
自
治
体
海
外
展
開
支
援

型
Ｏ
Ｄ
Ａ
」を
打
ち
出
し
た
。

　
こ
れ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事

業
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、日
本
の
自
治
体
の

持
つ
技
術
や
経
験
を
地
域
主
導
で
開
発
途

上
国
へ
展
開
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。自
治
体

の
海
外
展
開
と
国
際
協
力
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
は
、昨
年
末
に
発
足
し
た
安
倍

晋
三
政
権
が
１
月
11
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」の
一
環
。平
成
24
年
度
補
正
予
算「
地

域
経
済
活
性
化
特
別
枠
」で
総
事
業
費
18

億
円
を
確
保
し
、３
月
８
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

募
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
は
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
自
治
体
、大
学
な
ど
が
独
自
に
培
っ
て

き
た
経
験
や
技
術
を
基
に
、途
上
国
へ
の
協
力

活
動
を
企
画
。83
の
国
・
地
域
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
共
同
で
実
施
し
て
い
く
も
の
だ
。

　
途
上
国
の
人
々
の
生
活
改
善
・
生
計
向

上
に
役
立
つ
分
野
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条

件
。
地
方
自
治
体
の
行
政
運
営
・
施
策
・

事
業
で
培
わ
れ
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
も
の
、対
象
の
国
・
地
域
に
お
け
る
公

益
・
公
共
事
業
、行
政
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
能
力
、品
質
の
改
善
・
向
上
に
資
す
る

も
の
、日
本
と
対
象
国
双
方
の
地
域
住
民
の

協
力
活
動
へ
の
参
画
が
十
分
に
図
ら
れ
る
事

業
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
人

を
介
し
た「
技
術
協
力
」で
あ
る
こ
と
、日
本

の
市
民
に
対
し
て
国
際
協
力
へ
の
理
解
・
参

加
を
促
す
企
画
と
な
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
。

外

ODAを通じて自治体の
技術を途上国で生かす

ODA政策

ODA政策

　
応
募
に
当
た
っ
て
は
、ま
ず
、各
自
治
体
が

属
す
る
地
域
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
機
関

に
事
業
ア
イ
デ
ア
を
相
談
の
上
、担
当
者
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、事
業
の
目
的
や
所
要

経
費
な
ど
を
記
載
し
た「
案
件
提
案
表
」を

作
成
す
る
。審
査
を
通
過
す
れ
ば
、提
出
し

た
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
業
務

委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
１
件
当
た
り
の
事
業
規
模
は
総
額
６
０
０

０
万
円
以
内
、事
業
期
間
は
３
年
以
内
。今

回
は
、自
治
体
の
広
域
連
合
に
よ
る
共
同
事

業
も
対
象
に
加
え
る
と
同
時
に
、自
治
体
の

技
術
者
の
派
遣
、研
修
員
の
受
け
入
れ
、資

機
材
の
搬
入
、事
業
進
出
を
前
提
に
し
た
事

前
調
査
も
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
自
治
体
は
、上
下
水
道
や
廃
棄
物

処
理
、保
健
医
療
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
課
題
解
決
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

務
省
は
平
成
25
年
度
、政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
活
用
し
た
中
小
企

業
の
海
外
展
開
支
援
事
業
を
強
化
す
る
。今

年
度
は
、
政
府
案
で
前
年
度
比
１
・
６
倍
と

な
る
67
億
円
の
予
算
を
確
保
し
、
支
援
内
容

の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
は
途
上
国
の
開
発
事
業
に
中
小

企
業
の
技
術
や
製
品
を
用
い
る
こ
と
で
、
途

上
国
の
課
題
解
決
を
図
る
と
同
時
に
、
日
本

企
業
の
成
長
、さ
ら
に
は
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。途
上
国
支
援
と
企
業

の
海
外
展
開
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ほ
か
、
無
償
資

金
協
力
や
技
術
協
力
、
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
多
彩
な
内
容
の
取
り
組
み
を
用

意
。経
済
産
業
省
や
中
小
企
業
庁
な
ど
関
係

省
庁
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企
業

の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
例
え
ば
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
政
府
に
自

社
製
品
や
技
術
の
普
及
の
実
証
を
行
う
「
民

間
提
案
型
普
及
・
実
証
事
業
」を
新
た
に
開

始
。単
価
を
１
億
円
程
度
と
し
、
20
件
前
後

の
採
択
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、
設
備
や
資

材
購
入
費
を
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
支
援
内

容
を
よ
り
拡
大
し
た
。

　
開
発
事
業
へ
の
案
件
化
を
見
据
え
て
途
上

国
側
の
現
状
や
要
望
を
調
べ
る
「
ニ
ー
ズ
調

査
」
や
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
へ
の
展
開
を
に
ら
ん
だ

「
案
件
化
調
査
（
単
価
３
０
０
０
万
円
）」（
単

価
５
０
０
０
万
円
の「
途
上
国
普
及
事
業
」に

つ
い
て
は「
案
件
化
調
査
」に
一
本
化
）も
引
き

続
き
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、日
本
企
業
の
社
員
を
青
年
海
外
協

力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

途
上
国
に
派
遣
し
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
や
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

役
立
て
て
も
ら
う
「
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
に
も
、
本
制
度
を
開
始
し
た
昨
年

度
の
５
４
０
０
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
２
億

円
を
充
て
、
よ
り
充
実
化
を
図
っ
て
い
く
方

針
だ
。

外

ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た
。し
か
し
現
在
、少
子
高

齢
化
に
伴
い
税
収
減
や
財
政
難
に
悩
む
自
治

体
も
少
な
く
な
く
、団
塊
の
世
代
の
大
量
退

職
に
よ
り
、日
本
の
財
産
と
も
言
え
る
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
自
治
体
を
支

援
す
る
こ
と
で
、日
本
の
イ
ン
フ
ラ
協
力
の

裾
野
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、よ
り
途
上
国

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
形
で
の
国
際
協
力
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
自
治
体
側
は
事
業
実
施
に
当
た
り
、途
上

国
に
お
け
る
施
設
の
保
守
・
点
検
作
業
な

ど
将
来
の
収
入
源
と
な
り
得
る
展
開
を
視

野
に
入
れ
る
。ま
た
、イ
ン
フ
ラ
関
連
の
地
方

の
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
、海
外
進
出
の
呼

び
水
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国際会議
「自治体海外展開支援型ODA」

「中小企業等海外展開支援事業」

企業への支援内容を
大幅に拡充

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

ア
フ
リ
カ
の
課
題
や
開
発
・
成
長
に
つ

い
て
議
論
す
る「
第
５
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
）」が
６
月
に
横

浜
で
開
催
さ
れ
る
。こ
の
数
カ
月
、５
年
に
一

度
の
国
際
会
議
を
控
え
て
、国
内
外
で
は

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
３
月
16
、17
日
に
は「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
閣

僚
級
準
備
会
合
」が
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都
ア

デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
会
合
に

は
、ア
フ
リ
カ
52
カ
国
か
ら
閣
僚
級
の
首
席

代
表
46
人
が
出
席
し
た
ほ
か
、84
の
地
域
・

国
際
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど

約
１
０
０
０
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

　「
強
固
で
持
続
可
能
な
経
済
」「
包
摂
的

で
強
じ
ん
な
社
会
」「
平
和
と
安
定
」に
併
せ

て
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
が
目
指
す
べ
き
成
果
や

主
要
な
論
点
、採
択
予
定
の
成
果
文
書
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム
外
務

大
臣
と
と
も
に
共
同
議
長
を
務
め
た
岸
田

「第5回アフリカ開発会議（TICAD V）」

６月開催に向けて
閣僚級準備会合を開催

文
雄
外
務
大
臣
は「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
を
通
じ

て
ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
よ
り
確
固
た
る
も
の

と
し
、ア
フ
リ
カ
大
陸
に
暮
ら
す
す
べ
て
の

人
に
希
望
の
光
を
照
ら
す
契
機
に
す
べ
き

だ
」と
強
調
。Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
の
テ
ー
マ
と
し

て「
躍
動
の
ア
フ
リ
カ
と
手
を
携
え
て
」を

掲
げ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。ま
た
、岸
田
外

相
は
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
の
確
立
の
た

め
、総
額
約
５
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
支
援

を
決
定
し
た
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
さ
ら
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
で
は
、「
官
民
連

携
」も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。岸
田
外
務
大
臣
、板
根
正
弘
経
団
連

副
会
長
が
共
同
座
長
を
務
め
る「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｖ
推
進
官
民
連
携
協
議
会
」で
は
、こ
れ

ま
で
３
回
に
わ
た
っ
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
や
人

材
育
成
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
官
民
連
携

の
在
り
方
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。そ
の
議

論
の
成
果
は
提
言
と
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ

開
催
前
に
発
表
さ
れ
る
予
定
だ
。

日本のNGO、大学、地方自治体、公益法人などの
団体による、開発途上国の地域住民を対象とした
協力活動。JICAがODAの一環として、促進し助長
することを目的に実施する。途上国の人々の生活改
善・生計向上に直接役立つ分野で、草の根レベル
のきめ細やかな活動が行われる事業を条件とする。
対象国は原則としてJICAの海外拠点がある国。

JICA草の根技術協力事業とは？

札幌市は寒冷地ならではの強みを生かし、モンゴル・ウランバートルに都市
開発のノウハウを移転

ベトナム・ホイアンのごみ減量化対策には、沖縄県の“那覇モデル”が生か
されている

詳細はJICAのホームページへ↓

www.jica.go.jp/partner/kusanone/

開催日 ： 2013年6月1日（土）～3日（月）
共　催 ： 国連、世界銀行、国連開発計画、アフリカ連合
開催地 ： 横浜市

第5回アフリカ開発会議（TICAD V）

中小企業の海外展開に向けて、べトナムの製造工場を視察。
日本の技術力が生かせる分野が途上国の現場に豊富にある

広島で行われた事業説明会には、中国地方の各地から企業が
集まった

エチオピアで開催された「TICAD V閣僚級準備会合」ではア
フリカ関係者との活発な議論が行われた

エチオピアのハイレマリアム・デザレン首相と岸田外務大臣
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